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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
ご
壮
健
に
て
、

平
成
二
十
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
町
の
発
展
と
心
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
心
温

ま
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
ま
た
内
外
共

に
多
難
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
政
は
安
定
せ
ず
、
福
祉
、
教

育
、
年
金
等
々
の
生
活
に
直
結

す
る
諸
課
題
、
農
業
に
か
か
る

問
題
も
未
解
決
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
に
あ
っ
て
は
未
だ
国

際
紛
争
は
多
発
し
、
自
然
破
壊
、

環
境
悪
化
は
更
に
進
み
、
地
球

存
亡
の
危
機
が
迫
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
こ
そ
、
世
界
全
体
で

人
道
主
義
に
た
っ
て
、
世
界
平

和
の
道
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
我
が
町
も
依
然
と
し

て
苦
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て

い
ま
す
。
行
政
改
革
審
議
会
の

第
一
の
方
針
と
し
て「
自
立
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、

自
立
と
は
行
財
政
改
革
を
徹
底

し
て
実
行
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
赤
字
を
出
さ
な
い
健
全
財
政

の
維
持
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成

十
八
年
度
は
大
事
業
と
し
て
、

中
学
校
北
校
舎
が
見
事
に
完
成

し
、
生
徒
諸
君
も
喜
ん
で
勉
学

に
励
ん
で
い
ま
す
。
総
事
業
費

十
三
億
円
の
内
、
起
債
六
億
七

千
万
円
と
基
金
四
億
一
千
万
円

合
わ
せ
て
十
億
八
千
万
円
を
支

出
し
ま
し
た
が
、
い
か
に
き
び

し
い
財
政
下
に
あ
っ
て
も
危
険

校
舎
で
学
ば
せ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
基
金
は
前
年
度
よ
り

三
億
六
千
万
円
減
の
二
十
八
億

六
千
万
円
、
町
債
は
一
億
八
千

万
円
増
の
六
十
三
億
六
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
基
金

を
取
り
崩
さ
ず
、
町
債
を
減
少

に
転
ず
る
予
算
の
編
成
が
出
来

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
五
年
間
が
勝
負
の
年
だ
と

思
い
ま
す
。

私
の
責
務
は
福
祉
の
増
進
と

安
心
、
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
残
り
少

な
く
な
り
ま
し
た
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
手
を
取
り
合
っ

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

期
を
以
っ
て
職
を
辞
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。
二
期
八
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
こ
こ
ろ
か
ら

の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
陰
を

も
ち
ま
し
て
、
大
過
な
く
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
々
様

に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
浅
学
非
才
、
足
ら
ぬ
所
ば

か
り
の
私
を
よ
く
ぞ
支
え
て
い

た
だ
き
、
議
会
、
関
係
役
職
員

の
方
々
、
町
民
の
皆
様
方
に
重

ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
大
刀
洗
町
の
弥
栄
を

念
じ
上
げ
、
本
年
も
ま
た
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
刀
洗
町
長
　
平
田
喜
次
郎
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大
刀
洗
町
の
弥
栄

い
や
さ
か

と
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
平

成
二
十
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で

年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。十

八
年
九
月
議
会
で
、
行
財
政

改
革
の
た
め
定
数
十
四
名
を
十
二

名
に
減
ら
し
て
初
め
て
の
議
員
選

挙
が
、
昨
年
の
九
月
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
民
皆
様
方
の
ご
支
援
に

よ
り
、
現
職
６
名
と
新
人
６
名
の

議
員
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
の
負
託
に
答
え
る
べ
く
、

12
名
の
議
員
全
員
が
共
に
協
力
し

合
い
、
時
に
は
議
論
し
合
い
、
予

算
及
び
決
算
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
見
つ
め
て
い
き
、
町
発
展
の

た
め
、
議
会
運
営
に
議
員
と
し
て

の
役
目
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
な

が
ら
、
懸
命
に
努
力
し
責
任
を
果

た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
誘
致
企
業
で
も
あ
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ナ
ホ
ー
ム
が
、
統

廃
合
に
よ
る
経
費
削
減
の
た
め
、

８
月
に
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
町
と

し
て
も
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ

と
で
し
た
。
町
税
の
収
入
も
減
り

痛
手
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
企
業

誘
致
に
よ
り
、
雇
用
の
拡
大
と
税

収
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
の
為

に
も
、
議
員
と
し
て
積
極
的
に
行

政
と
一
つ
に
な
り
、
頑
張
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
全
国
町
村
議
会
議

長
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ

の
大
き
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
地
域

間
格
差
是
正
の
為
の
地
方
交
付
税

総
額
の
復
元
、
増
額
。
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
を
図
る
こ
と
等
、

福
田
総
理
に
強
く
要
請
し
ま
し

た
。
増
田
総
務
大
臣（
前
岩
手
県

知
事
）も「
地
域
間
格
差
を
な
く
さ

ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
為
に
は
地

方
交
付
税
を
増
額
す
る
」と
言
明

さ
れ
ま
し
た
。

又
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
政

府
は
自
治
体
の
税
収
格
差
の
対
策

と
し
て
、
一
極
集
中
の
東
京
都
の

法
人
事
業
税
三
千
億
円
、愛
知
県
、

大
阪
府
等
で
六
百
億
円
、
計
三
千

六
百
億
円
を
地
方
に
移
す
方
針
を

固
め
た
と
あ
り
、
東
京
都
と
も
合

意
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
地
方
と

都
会
と
の
格
差
是
正
こ
そ
が
日
本

の
元
気
の
源
で
あ
る
と
信
じ
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
の
今
年
一
年
の
御
健
勝
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

大
刀
洗
町
議
会
議
長
　
平
田
一
成

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
の
学
校
教
育
に
対
す
る
ご
理
解

と
協
力
を
得
て
数
々
の
成
果
を
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

例
え
ば
、
柔
道
の
中
学
校
全
国

大
会
準
優
勝
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
。
全

国
標
準
学
力
テ
ス
ト
の
好
成
績

で
、
中
で
も「
今
住
ん
で
い
る
地

域
が
好
き
で
す
か
？
」の
問
い
に

７
割
以
上
の
生
徒
が
好
き
と
答
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
他
の
市
町
村
に
比
較

し
て
か
な
り
良
い
評
価
で
あ
り
、

生
徒
達
が
大
刀
洗
町
を
誇
り
に
し

て
い
る
表
れ
で
あ
り
、
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。学
力
テ
ス
ト
で
、

思
考
力
や
判
断
力
・
や
る
気
等

は
、
あ
ま
り
よ
い
結
果
と
は
い
え

ず
、
学
校
教
育
を
含
む
、
保
護
者

や
地
域
の
指
導
に
つ
い
て
一
考
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

大
刀
洗
町
の
未
来
を
背
負
う
子
ど

も
達
の
た
め
に
、
労
苦
を
惜
し
ま

な
い
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

大
刀
洗
町
教
育
委
員
会

委
員
長
　
長
野
和
夫
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大
刀
洗
町
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き

全
議
員
で
元
気
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り



●
投
票
で
き
る
人

・
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭

和
63
年
１
月
21
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）

・
大
刀
洗
町
に
転
入
の
届
出
を
し

た
日
か
ら
引
き
続
き
３
ヵ
月
以

上
、
大
刀
洗
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・（
平
成
19
年
10
月
14
日
ま
で
に
転

入
の
届
出
を
し
た
人
）

・
平
成
20
年
１
月
20
日
現
在
、
大

刀
洗
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
●
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な

ど
何
ら
か
の
用
事
に
よ
り
、
投

票
日（
１
月
20
日
）に
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

次
の
要
領
で
期
日
前
投
票
・
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
期
間
　
１
月
16
日（
水
）〜

１
月
19
日（
土
）

・
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜午後

８
時

・
場
所
　
ぬ
く
も
り
の
館
大
刀
洗

（
大
刀
洗
町
役
場
東
側
）

Ａ
・
Ｂ
会
議
室

・
必
要
な
も
の
　
投
票
所
入
場
券

（
未
着
の
場
合
は
本
人
で
あ
る
こ

と
が
証
明
で
き
る
も
の
）

●
そ
の
他

・
病
気
等
で
入
院
さ
れ
て
い
る
人

や
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
施
設

に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
出
張
、
学
業
等
で
他
市
区
町
村

に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

は
、
自
宅
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。（「
郵
便
投
票
証

明
書
」を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
取
得
に
は
福
岡
県
知
事

の
証
明
書
が
必
要
で
す
。）

※
こ
れ
ら
の
不
在
者
投
票
は
、
投

票
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
刀
洗
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内

内
線
１
０
４
・
１
０
５
）
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第１投票所（冨多・菅野・高食・床島・鳥飼・西原・守部）
憩いの園　大堰交流センター（大刀洗町大字守部504番地１）

第２投票所（東本郷・南本郷・西本郷・甲条・春日・西栄田・栄田・稲数）
ふれあいセンター（大刀洗町大字本郷2848番地１）

第３投票所（中川・高樋・上高橋・今・鵜木・下高橋）
南部コミュニティーセンター（大刀洗町大字上高橋734番地１）

第４投票所（山隈・西大刀洗・北鵜木・北山隈）
就業改善センター（大刀洗町大字山隈1711番地３）

１月20日（日）は大刀洗町長選挙の投票日
～　主役は　あなたの　一票です　～

大刀洗町役場 
大堰駅 

床島用水 

大堰小学校 

憩いの園 
大堰交流センター 

大　堰 
保育所 

西
鉄
甘
木
線 

小
石
原
川 

南部コミュニティー 
センター 

大
刀
洗
川 

下
高
橋 

上高橋 

鵜木 
中川 

国道322号 

今 

〒 

大刀洗 
保育所 大刀洗小学校 

本郷駅 

ふれあいセンター 

本郷 
運送 

西
鉄
甘
木
線 

陣
屋
川 

ＪＡ 
跡地 

〒 

本郷 
保育所 

本郷小学校 

甘木鉄道 

美容室 

国道500号 

就業改善センター 

大刀洗公園大刀洗公園 大刀洗公園 

菊池保育園菊池保育園 菊池保育園 

大刀洗支所大刀洗支所 大刀洗支所 

西
大
刀
洗
駅

西
大
刀
洗
駅 

西
大
刀
洗
駅 

菊池菊池 
小学校小学校 
菊池 
小学校 
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平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳
以

上
の
人（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

は
65
歳
以
上
）は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
よ
り
医
療
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
制
度
を
運
営
す
る

「
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」に
お
い
て
、
保
険
料
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
医
療
給
付
費（
総

医
療
費
か
ら
自
己
負
担
分
を
除
い

た
費
用
）の
約
１
割
を
被
保
険
者

全
員
が
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

で
負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
、
被
保
険
者
全

員
が
等
し
く
負
担
す
る
被
保
険
者

均
等
割
額
と
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
被
保
険
者
が
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
所
得
割
額
の
合
計
額

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
率
は
２
年
ご
と

に
広
域
連
合
に
て
決
定
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
最
高
限
度
額
は
50
万

円（
年
度
）で
す
。

※
公
的
年
金
収
入
の
み
の
人
は
、

年
金
額
が
１
５
３
万
円
以
下
の
場

合
、所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る
人

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
、均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
は
、
新
た
に
保
険
料

負
担
が
生
じ
る
た
め
の
緩
和
措

置
と
し
て
、
被
保
険
者
と
な
る

月
か
ら
２
年
間
は
、
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保

険
料
の
負
担
は
な
く
、
10
月
か

ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
均
等

割
額
の
９
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
所
得
割
額
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

※軽減判定に係る総所得金額等は、「公的年金収入－公的年金等控除－15万円」
となるなど、保険料計算の総所得金額等とは異なる場合があります。

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
保
険

料
は
制
度
開
始
後
に
決
定
し
ま
す

の
で
、保
険
料
に
関
す
る
通
知
は
、

平
成
20
年
４
月
以
降
に
な
り
ま

す
。

①
年
金
額
が
18
万
円
以
上
で
、
か

つ
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保

険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
以

下
の
場
合
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
特
別
徴
収
）

②
①
以
外
の
場
合
は
納
付
書
や

口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。（
普
通

徴
収
）

※
現
在
、
被
用
者
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

軽
減
に
か
か
る
特
例
措
置
の
関
係

で
、
普
通
徴
収
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

1
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

住
民
課
　
国
保
医
療
係

（
内
線
１
２
４
）

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
新
医
療
制
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減

住民票上の同一世帯内の被保険者及び世帯主
の総所得金額等の合算額

【33万円(基礎控除額)＋24.5万円×被保険者数
(被保険者である世帯主を除く)】以下の世帯

【33万円(基礎控除額)】以下の世帯

【33万円(基礎控除額)＋35万円×被保険者数】
以下の世帯

納
付
方
法

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料

保
険
料
の
決
定

保険料＝被保険者均等割額＋所得割額
＝50,935円＋【総所得金額等－33万円(基礎控除)】×9.24％(所得割率)

（保険料計算例）
①単身世帯例1 基礎年金受給者（年金収入79万円）

均等割額（7割軽減）15,280円＋所得割額　 0円＝保険料15,280円
②単身世帯例2 平均的な厚生年金受給者（年金収入201万円）

均等割額（2割軽減）40,748円＋所得割額44,352円＝保険料85,100円
③夫婦世帯例　 夫：年金収入201万円、妻：年金収入79万円
夫：均等割額（2割軽減）40,748円＋所得割額44,352円＝保険料85,100円
妻：均等割額（2割軽減）40,748円＋所得割額 0円＝保険料40,740円
※保険料は10円未満切り捨て。

１月10日は「110番の日」
110番は緊急電話です。

緊急を要しない電話は、１分１秒を争う事件・

事故の処理に支障をきたします。

110番は、緊急を要する事件・事故の場合に

正しくご利用下さい。

緊急時
頼れるあなたの
１１０番

急を要しない各種相談、問い合わせは…
○　最寄りの警察署または交番・駐在所
○　警察安全相談コーナー（警察本部内）

＃９１１０または（０９２）６４１－９１１０
安心の警察相談＃９１１０



歳
入
総
額
は
57
億
４，
３
１
１

万
円
、
歳
出
総
額
は
55
億
７，
８

５
６
万
円
で
、
差
引
１
億
６，
４

５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。歳

入（
グ
ラ
フ
１
）は
、
17
年
度

に
比
べ
６
億
５，
９
６
６
万
円

（
13
・
０
％
）増
加
し
ま
し
た
。
町

が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
の
比
率
は

37
・
１
％
で
、
自
主
財
源
の
う

ち
町
税
が
60
・
８
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

町
税
は
12
億
９，
６
１
７
万
円

で
、
17
年
度
に
比
べ
５，
０
２
０

万
円（
４
・
０
％
）増
加
し
ま
し
た
。

繰
入
金
は
４
億
３，
０
８
１
万

円
で
、
そ
の
う
ち
４
億
２，
４
５

０
万
円
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
た

こ
と
に
よ
る
繰
入
金
で
す
。

国
県
支
出
金
は
７
億
４，
１
３

０
万
円
で
、
17
年
度
に
比
べ
２
億

４，
０
７
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

に
伴
う
国
補
助
金
が
増
加
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。

歳
出
は
55
億
７，
８
５
６
万
円

で
、
17
年
度
に
比
べ
６
億
６，
１

１
０
万
円（
13
・
４
％
）増
加
し
ま

し
た
。
町
民
一
人
当
た
り
35
万

６，
７
７
７
円
と
な
り
ま
す
。（
19

年
３
月
末
住
民
基
本
台
帳
人
口

１
万
５，
６
３
６
人
で
算
定
）

目
的
別（
グ
ラ
フ
２
）で
は
、
教

育
費
が
14
億
７，
３
０
５
万
円

（
26
・
４
％
）で
最
も
多
く
、
次
い

で
民
生
費
が
12
億
３，
３
４
１
万

円（
22
・
１
％
）と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
中
学
校
の
校
舎
改
築

費
９
億
６，
５
２
３
万
円
を
17
年

度
か
ら
繰
越
し
て
お
り
、
17
年
度

に
比
べ
５
億
６，
９
４
９
万
円

（
63
・
０
％
）増
加
し
ま
し
た
。

総
務
費
は
６
億
８
０
６
万
円

で
、
４
７
１
万
円（
０
・
８
％
）増

加
し
ま
し
た
。

土
木
費
は
６
億
３，
０
４
５
万

円
で
、
17
年
度
に
比
べ
３，
４
７

１
万
円（
５
・
２
％
）減
少
し
ま
し

た
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
等
が
減
少
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
平
成
19
年
12
月
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
れ
だ
け
入
り
、
ど
の
よ
う
に
遣

わ
れ
た
の
か
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
17
年
度
よ
り
予
算
を
繰
越
し
た
中
学
校
北
校
舎
改
築
工
事
は
、
19
年
２
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計 平

成
18
年
度
決
算
報
告

取
崩
額
は
、
17
年
度
に
比
べ

１，
５
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

取
崩
額
の
内
訳
は
、
減
債
基
金

１
億
円
、
下
水
道
施
設
整
備
基

金
５
千
万
円
、
財
政
調
整
基
金

５
千
万
円
、
教
育
施
設
整
備
基

金
２
億
２，
４
５
０
万
円
で
す
。

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
・
交
付
金
及
び
町
債（
町
の
借

入
金
）な
ど
の
依
存
財
源
の
比
率

は
62
・
９
％
で
、
そ
の
う
ち
約

47
％
を
地
方
交
付
税
が
占
め
て
い

ま
す
。

地
方
交
付
税
は
16
億
９，
８
８

１
万
円
で
、
17
年
度
に
比
べ
１
６

６
万
円（
０
・
１
％
）増
加
し
ま
し

た
。町

債
は
７
億
５，
９
５
０
万
円

で
、
17
年
度
に
比
べ
３
億
２，
９

１
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
普
通

交
付
税
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
発
行
を
認
め
ら
れ
た
臨
時
財
政

対
策
債
は
、２
億
５
２
０
万
円
で
、

17
年
度
に
比
べ
１，
８
２
０
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
北
校
舎
改
築
工
事
で

は
、
18
年
度
分
と
し
て
５
億
４
４

０
万
円
借
入
れ
ま
し
た
。

町税12億9,617万円の内訳
・町民税 4億8,282万円 (30,879円)
・固定資産税 6億8,547万円 (43,839円)
・軽自動車税 3,196万円 (  2,044円)
・たばこ税 9,592万円 (  6,135円)

合　計12億9,617万円 (82,897円)

※（）内は、町民１人当たりの負担額であり、
平成19年3月末住民基本台帳人口15,636人で算定
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グラフ1 歳入

歳
入（
一
年
間
の
収
入
）

歳
出（
一
年
間
の
支
出
）



1８年度主な福祉事業費

○重度心身障害者医療費 4,305

○母子家庭等医療費 871

○乳幼児医療費 1,636

○社会福祉協議会補助金 2,557

○デイサービスセンター委託料 928

○老人クラブ活動支援費 404

○シルバー人材ｾﾝﾀｰ負担金 891

○養護老人ホーム措置費 4,504

○福岡県介護保険広域連合負担金 13,338

○介護予防事業費

（配食サービス・ヘルパー派遣・紙おむつ給付等）802

○私立保育園運営委託費等事業費 19,525

○予防接種個別接種委託料 1,420

○健康診査（胃がん・大腸がん等）事業費 1,804

○乳児検診委託費等事業費 411

○学童クラブ助成金 609

公
債
費
は
町
の
借
入
金（
町
債
）

の
償
還
金
で
す
。
６
億
８，
０
６

１
万
円
で
、
17
年
度
に
比
べ
２，

７
０
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
17
年
度
に
比
べ
３

６
万
円（
０
・
０
％
）減
少
し
ま
し

た
。
甘
木
朝
倉
三
井
環
境
施
設
組

合
負
担
金
が
１
億
６，
６
２
４
万

円
、
両
筑
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

が
３，
１
０
４
万
円
、
下
水
道
整

備
に
伴
う
営
業
補
償
費
と
し
て

４，
２
４
３
万
円
等
を
支
出
し
ま

し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
県
営
事
業

（
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
菊

池
・
本
郷
地
区
）
等
に
よ
る
工
事

負
担
金
の
増
加
に
よ
り
、
17
年
度

に
比
べ
４，
２
５
０
万
円（
17
・

６
％
）増
加
し
ま
し
た
。

性
質
別（
グ
ラ
フ
３
）で
は
、

支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

公
債
費
や
人
件
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
が
39
・
２
％
、
道
路
や

学
校
等
の
公
共
公
用
施
設
の
建

設
工
事
及
び
用
地
取
得
な
ど
の

普
通
建
設
事
業
費
に
災
害
復
旧

事
業
費
を
加
え
た
投
資
的
経
費

が
25
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
の
う
ち
職
員
や

特
別
職
の
給
与
及
び
非
常
勤
特

別
職
の
報
酬
な
ど
の
人
件
費

は
、
９
億
９，
６
６
７
万
円
で
、

17
年
度
に
比
べ
７
５
９
万
円

（
０
・
７
％
）
減
少
し
て
い
ま

す
。
扶
助
費
は
５
億
９
６
５
万

円
で
、
17
年
度
に
比
べ
２，
２

２
１
万
円（
４
・
６
％
）増
加
し

ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費
は
、
17
年

度
に
比
べ
６
億
４，
６
５
９
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
17
年
度
か

ら
繰
越
し
た
中
学
校
の
校
舎
改

築
費
９
億
６，

５
２
３
万
円
等

で
増
加
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
特
別
会
計
に
対
す
る

繰
出
金
は
、
17
年
度
に
比
べ
７，

１
２
１
万
円（
９
・
３
％
）減
少

し
ま
し
た
。

7 H20.１ 広報たちあらい

グラフ2 目的別歳出

1８年度主な建設事業費

○子育て支援センター新築工事費 2,788

○交通安全施設設置工事費 358

○農村環境整備事業費（上高橋地区） 1,989

○県営農村振興総合整備事業負担金

（菊池・本郷地区） 6,450

○県営新農業水利システム保全対策事業負担金

1,117

○県営広域農業用水適正管理対策事業負担金

717

○土地利用型農業育成助成金（大豆） 1,177

○みい農協集出荷場整備補助金 1,051

○県道負担金（上高橋・野町線等） 1,114

○町道路改良・補修工事費 12,768

○大堰団地建替調査・解体等事業費 1,260

○都市計画セットバック用地購入・補償費 844

○中学校北校舎改築事業費 96,244

○庁舎及び議場等天井改修工事費 834

完成した中学校北校舎
(単位：万円)

(単位：万円)



大
刀
洗
町
に
は
左
記
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

差
引
き
１
億
２
５
３
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
税

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
６，
４

５
５
万
円
の
黒
字
で
す
が
、
17
年
度

の
実
質
収
支
の
繰
越
額
１
億
５，
２

５
５
万
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収

支
は
１，
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
基
金
取
崩
額
が
４
億

２，
４
５
０
万
円
、
町
の
借
金
で
あ

る
町
債
を
７
億
５，
９
５
０
万
円
借

り
入
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
基
金
及
び
町
債
の
残

高
と
推
移
は
グ
ラ
フ
４
の
と
お
り
で

す
。
町
債
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
基

金
は
取
り
崩
し
に
よ
り
毎
年
減
少
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
収
入
の
約
30
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
大
き
く
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
税
源
移
譲
も
本
格
化
し
ま

す
。
今
後
は
、
地
域
の
財
政
力
で
格

差
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
町
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る

経
常
収
支
比
率
は
83
・
５
％（
前
年

83
・
４
％
）と
な
り
、
硬
直
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
等
の
義
務
的
性
格

の
経
常
経
費
に
対
し
て
、
地
方
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
を
中
心

と
す
る
経
常
一
般
財
源
収
入
が
占
め

る
割
合
を
言
い
ま
す
。

町
村
に
あ
っ
て
は
80
％
程
度
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
平
均
90
・
２
％
）

率
改
正
に
よ
る
税
収
の
増
加
と
、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
２，
１
５

４
万
円
に
よ
る
も
の
で
す
。な
お
、

18
年
度
国
保
関
係
の
医
療
費
の

伸
び
率
が
約
５
％
に
な
り
ま
す
。

金
額
に
す
る
と
約
１
億
３，
０
０

０
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
の
で
、

伸
び
率
が
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
、

再
度
の
税
率
改
正
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

土
地
取
得
会
計
は
、
現
在
土

地
取
得
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
支
出
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

診
療
所
会
計
は
、
差
引
き
２，

３
１
１
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、前
年
度
の
繰
越
額
が
２，

４
３
５
万
円
あ
り
ま
す
か
ら
、
単

年
度
収
支
は
、
１
２
４
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
業
績
は

着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
の
で
、
支

出
の
抑
制
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
会
計
は
、
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

医
療
費
等
に
対
す
る
補
助
金
等

の
精
算
額
の
確
定
が
、
次
年
度

に
な
る
た
め
に
生
じ
る
も
の
で
、

基
本
的
に
は
、
単
年
度
収
支
は

０
円
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
会
計
は
、
主
要
な
工

事
が
終
り
ま
し
た
の
で
、
17
年

度
よ
り
２
億
３，
６
０
７
万
円
ほ

ど
少
な
い
額
の
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
使
用
料
の

徴
収
と
維
持
管
理
、
借
入
金
の

返
済
が
大
き
な
業
務
と
な
っ
て

き
ま
す
。
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特
別
会
計

特別会計の決算状況
歳　　入
17億1,262万円

418万円
1億2,541万円
16億9,469万円
7億2,597万円

歳　　出
16億1,009万円

0万円
1億0,230万円
17億5,016万円
7億2,597万円

差 引 額
1億0,253万円

418万円
2,311万円

△ 5,547万円
0

区　　分
国民健康保健会計
土 地 取 得 会 計
診 療 所 会 計
老 人 保 健 会 計
下 水 道 会 計

グラフ4 一般会計積立基金と
町債の年度末残高の推移

グラフ3 性質別歳出

財
政
状
況



日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。20

歳
に
な
っ
て
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

学
生
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ
た
ら

加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
65
歳
か
ら
の「
老
齢
基
礎
年
金
」

・
65
歳
ま
で
に
障
害
に
な
っ
た
と

き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

・
子
供
の
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の「
遺
族
基
礎
年
金
」

・
そ
の
他
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一

時
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
国
が
責
任

を
も
っ
て
安
全
・
確
実
に
運
営

す
る
制
度
で
す
。

日
本
の
国
が
存
続
す
る
限
り
つ

ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
加
入
の
手

続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
保
険

料
の
未
納
が
あ
る
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
減

額
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
届
け
ら
れ
る

納
付
書
で
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
な
お
、
一

定
期
間
を
ま
と
め
て
納
付
す
る

と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
決
定
は
、
本
人
や
配
偶

者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

状
況
な
ど
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
学
生
さ
ん
に
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
免
除
は
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
全
額
免
除
を
受
け
た

期
間
は
未
納
と
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
算
出
に

あ
た
っ
て
は
３
分
の
１
に
減
額

に
な
り
ま
す
が
、
免
除
の
種
類

に
よ
っ
て
減
額
率
は
違
い
ま

す
。
10
年
以
内
な
ら
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

２
年
を
経
過
し
た
ら
、
加
算
金

（
利
息
）
が
つ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

住
民
課
　
住
民
係

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

平
成
17
年
の
申
告
か
ら
、
農
業

経
営
者
の
全
て
の
方
が
、
収
支
申

告
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
収
支
申

告
記
帳
会
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。所

得
金
額
は
、
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
。
収
支
計
算

を
す
る
に
は
、
農
業
所
得
に
関
係

す
る
出
荷
伝
票
や
領
収
書
等
を
大

切
に
保
存
し
、
集
計
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

平
成
20
年
の
確
定
申
告
時
期
に

は
、
農
業
所
得
の
申
告
が
ス
ム
ー

ズ
に
済
む
よ
う
に
、
日
頃
よ
り
記

帳
整
理
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
記
帳
の
審
査
と
質

疑
等
を
含
め
た
記
帳
会
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時

１
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

ぬ
く
も
り
の
館

持
っ
て
く
る
も
の

会
場
に
は
、

営
農
通
帳
、
電
卓
、
農
業
の
経

費
の
わ
か
る
帳
簿
及
び
領
収
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
課
　
税
務
係

（
内
線
１
１
７
〜
１
１
９
）

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
建
っ
て
い
る
物

件
に
対
し
て
、
そ
の
年
の
４
月
以

降
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

税
務
課
で
は
巡
回
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
課

税
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る
方

は
お
早
め
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

固
定
資
産
税
の
基
と
な
る
評
価

額
を
算
出
す
る
た
め
に
、
職
員
が

お
伺
い
し
て
家
屋
評
価
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

取
り
壊
し
た
建
物
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
課
税
か
ら
削
除
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
登
記
済
み
家
屋
を
取
り

壊
さ
れ
て
、
管
轄
の
法
務
局
で
滅

失
登
記
の
手
続
き
を
し
た
方
は
、

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
有
者
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

届
出
先

税
務
課
　
税
務
係

（
内
線
１
１
９
）
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新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

Ｑ
年
金
制
度
は
つ
ぶ
れ
な
い
の
？

国
民
年
金
か
ら
給
付
を

受
け
ら
れ
る
も
の
は
？

Ｑ
免
除
に
な
っ
た
期
間
は
？

Ｑ
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
ら
？

Ｑ
保
険
料
を
納
め
る
に
は
？

Ｑ
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は
？

こ
こ
が
知
り
た
い
！

（
Ｑ
＆
Ａ
）

平
成
19
年
分
農
業
所
得
の

収
支
申
告
記
帳
会
の
開
催

家
屋
調
査
にご

協
力
く
だ
さ
い

新
築
・
増
築
を
し
た
と
き

家
屋
の
一
部
や
全
部
を

取
り
壊
し
た
と
き

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を

変
更
し
た
と
き

農
業
所
得
収
支
申
告
記
帳
に
関

す
る
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。



町の福祉の増進にご尽力をいただく民生委員・児童委員が、平成19年12月１日付けで厚生労働大臣か
ら委嘱を受け、12月５日（水）に大刀洗町長より委嘱状を伝達されました。委員の任期は３年間です。
また、退任される方へは、感謝状が贈られました。

新しい民生委員・児童委員が決まりました

【 敬称略 】◎は会長　　○は副会長　　新は（新任）

四ヶ所　啓二（冨　多） 宮嵜　律子　（南本郷） 鈴木　加代子（ 今　）○
吉原　ヒロ子（冨　多） 上村　敬子　（西本郷）新　　古賀　弘毅　（鵜　木）
平田　洋一　（菅　野）新　　　近藤　美恵子（西本郷）新　　　　　邦彦　（下高橋）
入口　俊　　（高　食）新　　　森田　勝利　（甲　条）新　　堀内　福巳　（下高橋）
長岩　和慶　（床　島）新　　　棚町　誠　　（春　日）新　　安丸　光代　（山　隈）
堀江　政和　（鳥　飼）新　　　平田　時子　（西栄田） 安丸　鎖　　（山　隈）新
秋吉　英作　（西　原）新　　　平田　秀毅　（栄　田）新　　安丸　裕子　（西大刀洗）
平城　悦子　（守　部）新　　　中村　利通　（稲　数）新　　原山　義康　（北鵜木）
中原　藏　　（中　川）新　　　鷹枝　　學　（高　樋）◎　　辻　　節子　（北鵜木）
吉川　映子　（東本郷）新　　　山田　　均　（高　樋） 安丸　益雄　（北山隈）新
竹永　壽昭　（東本郷） 井手　英則　（上高橋）新　　松永　菊枝　（北山隈）新
井上　聖基　（南本郷）○　　　　　　孝子　（上高橋）新

主任児童委員　實藤　俊幸
主任児童委員　平田　眞裕美

問合せ先 健康福祉課　健康推進係
1７７・２２６６　FAX７７・２２０５
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平
成
19
年
10
月
16
日
付
け
で
、

船
木
昭
男
さ
ん（
山
隈
）が
、
法
務

大
臣
よ
り
多
年
に
わ
た
り
罪
を
犯

し
た
人
々
の
改
善
更
生
と
犯
罪
予

防
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
さ

ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

日
時

１
月
29
日(

火)

〜
２
月
12
日(

火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

あ
す
て
ら
す
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

内
容

本
校
児
童
生
徒
の
個
人
作

品
や
共
同
作
品
展
示
、
絵
画
、

デ
ザ
イ
ン
、
さ
を
り
織
り
、
立

体
作
品
等

問
合
せ
先

小
郡
養
護
学
校

1
７
３
・
３
４
３
７

FAX
７
２
・
９
２
１
７

犯
罪
や
非
行
防
止
な
ど

功
績
を
認
め
ら
れ

叙
勲
さ
れ
ま
し
た

第
14
回
小
郡
養
護
学
校

児
童
・
生
徒
作
品
展



取
組
内
容
の
報
告
を
し
て
い
た

だ
い
た
世
帯
に
は
次
の
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

(1)
参
加
賞（
年
２
回
）

報
告
対
象
項
目
の
報
告
を
し
て

い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
半
期

毎（
上
半
期
又
は
下
半
期
）に
抽
選

で
50
世
帯
に
参
加
賞
を
進
呈
し
ま

す
。

(2)
努
力
賞（
年
１
回
）

１
年（
上
半
期
、
下
半
期
）を
通

し
て
報
告
対
象
項
目
の
全
項
目
の

報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
世
帯
の

中
か
ら
抽
選
で
100
世
帯
に
努
力
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
窓
口
　
生
活
環
境
課

（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）

（
応
募
用
紙（
裏
面
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
担
当
窓
口
に
提
出
願
い

ま
す
。）

（
環
境
家
計
簿
は
応
募
用
紙
を
提

出
し
た
時
に
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。）

※
環
境
家
計
簿
は
、
福
岡
県
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
環
境
部
　
環

境
政
策
課
　
地
球
環
境
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
５
６

エコファミリーを募集します！
～家庭からはじめる地球温暖化防止対策～

エコファミリーとは、福岡県環境家計簿の記帳を通じて、
電気やガス、水道、ガソリン使用量の節減など省エネルギー・
省資源に取り組んでいただく家庭です。

福
岡
県
で
は
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

既
に
約
千
八
百
世
帯
の
参
加

を
得
て
お
り
、
福
岡
県
が
提
供

す
る
環
境
家
計
簿
を
活
用
し
て
、

家
庭
の
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、

ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
の
節
減
な
ど

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
は
、

以
下
の
要
領
に
よ
っ
て
応
募
願
い

ま
す
。

応
募
対
象

県
内
に
在
住
す
る
世
帯（
個
人

又
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
お
申
込
み

下
さ
い
。）グ
ル
ー
プ
は
自
治
会
、

婦
人
会
、
職
場
、
そ
の
他
任
意
の

グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
。

応
募
用
紙
は
役
場
生
活
環
境
課

に
置
い
て
い
ま
す
。

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
内
容

各
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
環
境
家

計
簿
を
記
帳
し
な
が
ら
、
家
庭
内

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
取

組
み
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

(1)
報
告
対
象
項
目

●
必
須
報
告
項
目
　
電
気
使
用
量

●
任
意
報
告
項
目

・
ガ
ス
使
用
量
　
・
水
道
使
用
量

・
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
使
用
量

・
灯
油
使
用
量

・
可
燃
ご
み
排
出
量

(2)
報
告
期
間

・
上
半
期（
１
月
〜
６
月
分
）報
告

用
紙
提
出
は
８
月

・
下
半
期（
７
月
〜
12
月
分
）報
告

用
紙
提
出
は
２
月

申
込
者
は
環
境
家
計
簿
に
添
付

し
て
あ
る
報
告
用
紙（
メ
ー
ル
で

も
可
）を
県
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
の
方
は
グ

ル
ー
プ
の
代
表
者
の
方
に
取
り

ま
と
め
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
彰
に
つ
い
て

・
優
秀
賞

１
年（
上
半
期
・
下

半
期
）を
通
し
て
取
組
内
容
の

報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
世
帯

の
う
ち
取
組
結
果
が
優
秀
な
世

帯
を
表
彰
し
、
副
賞
を
進
呈
し

ま
す
。

(1)
１
年
を
通
し
て
電
気
使
用
量
の

報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
世
帯

の
う
ち
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

（
電
気
使
用
量
）が
少
な
い
世
帯

（
１
人
世
帯
〜
５
人
以
上
世
帯

の
世
帯
区
分
毎
）を
表
彰
し
副

賞
を
進
呈
し
ま
す
。

(2)
削
減
率
部
門
　
１
年
を
通
し
て

電
気
使
用
量
の
報
告
を
し
て
い

た
だ
い
た
世
帯
の
う
ち
、
前
年

分
と
比
較
し
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量（
電
気
使
用
量
）の
削
減
率

が
大
き
い
世
帯
を
表
彰
し
副
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

排
出
量
部
門

家
庭
内
で
不
要
と
な
っ
た
物
品

で
、
ま
だ
使
え
そ
う
な
物
に
つ
い

て
は
、「
サ
ン
ポ
ー
ト
」リ
サ
イ
ク

ル
工
房
に
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば

無
料
で
回
収
に
伺
い
ま
す
。

収
集
日

毎
週
木
曜
日（
祝
日
は

除
く
）及
び
第
３
日
曜
日

※
毎
週
月
曜
と
祝
祭
日
年
末
年
始

（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）及
び

館
内
整
理
日
は
休
館
と
な
り
ま

す
。

収
集
対
象
物

補
修
程
度
で
再
利
用
で
き
る
と

判
断
さ
れ
る
物
で
、
家
具
類
・
自

転
車
・
衣
類（
無
着
装
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
済
）・
本
類（
辞
典
・
百
科

事
典
等
は
除
く
）・
そ
の
他
再
利

用
出
来
る
物

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
き
れ
い
に

再
生
さ
れ
た
品
物
は
、
年
に
４
回

程
度
開
催
さ
れ
る「
リ
サ
イ
ク
ル

展
示
会
」に
お
い
て
希
望
者
に
無

料
で
譲
渡
さ
れ
ま
す
。（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

物
品
を
無
駄
な
ご
み
と
せ
ず
有

効
利
用
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

工
房
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

サ
ン
ポ
ー
ト
　
リ
サ
イ

ク
ル
工
房

1
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
９
０

FAX
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
８
９
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参
加
賞
等

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
不
要
品
の

無
料
回
収
に
つ
い
て
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①健診が変わります！

② Q なぜ健診が変わることになったのですか？
A より効果的に生活習慣病を防ぐためです。

④ Q 新しく始まる保健指導について教えて下さい。
A 健診結果を生活習慣改善の必要度によって、3段階に分けます。

40才から74才の人は、加入している医療保
険者が行う、特定健診・保健指導を受けるこ

とになります。
※医療保険者とは、市町村国民健康保険、健康保健組
合、政府管掌健康保険、共済組合などを指します。
（保険証で医療保険者を確認できます。）

運動不足や食生活の変化から、生活習慣病である糖尿病
やその合併症である失明や腎疾患が増えています。
医療費における生活習慣病の占める割合は大きく、医療

保険制度の維持のためにも、予防可能な生活習慣病を防ぐ
ことになったのです。

健診受診人数が少ないと、
後期高齢者支援金 が増額されます。

あなたの保険料があがる可能性あり！ 

大刀洗町国保の医療費 

18年度医療費総額　25億

生活習慣病 
59％ 

その他 
41％ 

動機づけ支援
生活習慣を改善するための
保健指導が1回行われます。

積極的支援
生活習慣を改善するため、継続的な支
援が３～６か月にわたり行われます。

＊メタボリックシンドロームとは…
内臓のまわりに脂肪がたまりお腹まわり
が太くなった状態に加え、血糖・血圧・
血清脂質の数値に2つ以上の異常がある
状態をいう。

＊後期高齢者支援金とは、75才以上の方の医療費のうち、
各保険者が負担する金額です。

平成20年度から特定健診と特定保健指導がスタートします。

③ Q 新しい健診では、どのような検査が行われるのですか？
A 腹囲測定など、メタボ の危険因子を調べる項目が加わります。

問合せ先 住民課　国保医療係（内線124・125）健康福祉課　健康支援係　1７７－２２６６

情報提供
生活習慣病についての理解を
深める情報が提供されます。

基本的な健診（必ず受けていただくもの）
・問診や身体計測、血圧測定
・脂質を調べる検査
（中性脂肪・HDL、LDLコレステロール）
・代謝系を調べる検査
（血糖・HｂA１ｃ・尿糖）
・肝機能を調べる検査
（AST、ALT、γ-GTP）
・尿、腎機能を調べる検査
（尿たんぱく・クレアチニン）

詳細な健診
・心電図検査、眼底検査
・貧血検査　
（一定の基準のもと、医師が必要とするもの）

＊

＊
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広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ(

毎
週
火
曜
日)

午
前
10
時
〜
11
時
半

子
育
て
広
場
が
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
に
ち
ゃ
お
号
で
出
張
し
ま
す
。

親
子
で
体
操
を
し
た
り
ふ
れ
あ
っ
て

遊
び
ま
す
。
１
月
の
親
子
あ
そ
び
は

「
お
正
月
あ
そ
び
」で
す
。
お
も
ち
ゃ

で
も
遊
び
ま
す
の
で
、
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

広
場
ち
ゃ
お

午
前
10
時
〜
正
午

◎
園
庭
開
放

(

５
日
・
９
日
・
19
日
・
23
日)

本
郷
保
育
所
の
園
庭
で
遊
び
ま
す
。

９
日
は
「
お
弁
当
の
日
」
で
す
。

◎
親
子
あ
そ
び(

16
日
・
30
日)

お
正
月
あ
そ
び

◎
ほ
っ
と
タ
イ
ム(

４
日
・
18
日)

離
乳
食
や
食
育
、
子
育
て
の
相
談

(

栄
養
士
・
保
健
師
・
保
育
士)

◆材料（１人分）
白　菜 100g
生揚げ 1/4丁
しょうが 少量
にんじん 10ｇ

だし 1/4カップ
しょうゆ 小さじ１
みりん 小さじ１
塩 少々

白菜は、葉の肉質はやわらかく、水分が多い。歯ざわりがよく、淡白な味。
栄養価はあまり高くないが、ビタミンＣを比較的多く含み、カルシウム、食物繊維も含む。
冬野菜の代表で鍋物、炒め物、漬物、煮物、汁物の具、スープに向く。

◇作り方
①白菜は３㎝角くらいのそぎ切り
にする。
②生揚げは熱湯をかけて油抜きし、
縦半分に切ってから１㎝厚さに
切る。
③しょうが、にんじんは千切りに
する。
④鍋にだし、しょうゆ、みりん、
塩を入れて煮立て、白菜、生揚
げ、しょうが、にんじんを加え、
白菜がやわらかくなるまで中火
で20分くらい煮る。
ポイント
白菜は淡白で味がないので、煮

浸しにするときには生揚げのよう
な旨味のある材料をプラスすると
よい。又、がんもどきやちくわで
もよい。

白菜は丸のまま買っても、新聞
紙で包んで涼しい所に立てておけ
ば、日保ちがよいです。

白菜の煮浸し

ヘルシー料理

◎
ベ
ビ
ー
ち
ゃ
お(

11
日
・
25
日)

お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
・
発
育
な
ど
の

相
談(

助
産
師
・
保
健
師
・
看
護
師)

子
育
て
講
座

21
日(

月)

「
ち
ゃ
お
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

10
時
〜
11
時
20
分

参
加
費
５
０
０
円
を
当
日
集
め
ま

す
。託

児
を
し
ま
す
の
で
16
日(

水)

ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
場
の
あ
そ
び
は
お
休
み
で
す
。

一
時
保
育(
い
ち
じ
ほ
い
く)

保
護
者
の
急
な
用
事
や
求
職
な
ど
の

理
由
で
短
時
間(
半
日
・
一
日
単
位
で)

保
育
を
す
る
制
度
が
一
時
保
育
で
す
。

平
日
の
８
時
半
か
ら
17
時
ま
で
開
所
し

て
い
ま
す
。
事
前
に
登
録
し(
乳
幼
児
医

療
証
が
必
要)

予
約
を
し
て
下
さ
い
。

 

  

 
 

No.16

ちゃお号
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12
月
28
日(

金)

〜
１
月
４
日

（
金)

ま
で
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合

は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
30
日(

金)
に
、
大
刀
洗
小

学
校
の
堀
内
さ
ん
、
久
保
山
さ
ん
、

服
部
さ
ん
が
蔵
書
点
検
の
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

普
段
の
図
書
館
と
は
違
い
、
貸

出
返
却
は
な
く
、
書
架
の
掃
除
を

一
所
懸
命
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
人
と
も
本
好
き
で
、
休
憩
時

間
は
本
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
ま
し

た
。

児
童
書

「
真
夜
中
の
ひ
っ
こ
し
」

竹
内
も
と
代
　
文

北
見
　
葉
胡
　
絵

真
夜
中
、
み
や
子
が
運
ぶ
、
こ
の
大

き
な
だ
円
形
の
も
の
は
？

ふ
し
ぎ
ふ
し
ぎ
な
　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

学
習
研
究
社
　
刊

一
般
書

「
ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
」東

野
　
圭
吾
　
著

記
憶
を
一
部
喪
失
し
た
雨
村
慎
介

は
、
自
分
が
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
過

去
を
知
ら
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
重

要
な
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
。
事
故
の
状
況
を
調
べ
る
慎
介
だ
が
、

以
前
の
自
分
が
何
を
考
え
て
行
動
し
て

い
た
の
か
、
思
い
出
せ
な
い
。
し
か
も
、

関
係
者
が
徐
々
に
怪
し
い
動
き
を
見
せ

始
め
る
…
。

光
文
社
　
刊

ブルーナの１歳からの本　たべもの　のりもの

／ディック＝ブルーナ

ビドのうたえほん♪／伊藤　高

１＋１＝２　たんじょうびにともだち

なんびきくるかな？／リュボスラウ・パリョ

はたらくのりもの／小学館

もりのゆうびんポスト／原　京子

うちゅうでいちばん／川北　亮司

マーシャとババヤガーのおおきなとり／ブラートフ

少女リブの冒険／アニタ・ステイナー

初雪のふる日／安房　直子

ポティラ／コルネーリア・フンケ

児

童

書

永遠を旅する者／重松　清

摂氏零度の少女／新堂　冬樹

仏果を得ず／三浦　しをん

人間の関係／五木　寛之

お家さん　上・下巻／玉岡　かおる

ゴールデンスランバー／伊坂幸太郎

大人が憧れる全国美術館ガイド／主婦の友社

忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス

／明橋　大二

健康的で快適な住環境をつくる／菊浦　吉蔵

日本の論点　2008／文藝春秋

合計190冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 

１月・２月の休館日 

    

　 　 1/1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 2/1 ２ 

３ ４ ５ ６ ７ 8 9 

年
末
年
始
の休館

の
ご
案
内

一
日
図
書
館
員
に

な
り
ま
し
た

（
小
学
校
職
場
体
験
）

毎週土曜日午後２時～２時30分
お話会開催！

お掃除がんばってます

久保山美里さん
「図書館の仕事をしてみたい」

服部瑞紀さん
「図書館の仕事を知りたい」

堀内美菜さん
「本に囲まれて仕事をしたい」
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弥生時代後期(約1800年ぐらい前)の集落は、本郷

野開
のびらき

遺跡で発掘調査されています。大刀洗町運動公園

の駐車場あたりの遺跡です。人々が住む竪穴住居は、

長軸6～7ｍ、短軸4～5ｍ規模の隅丸
すみまる

長方形の穴を掘

り、内部に2本の中心となる柱を立て、屋根を造って

いたようです。床の中心には炉の跡、壁際には、モノ

を収納したものか、やや深い穴が残っています。また、

床の隅の数箇所にやや高まりを持った部分が多く見ら

れ、考古学者は「ベッド状遺構」と呼んでいます。本

郷野開遺跡の竪穴住居跡のひとつからは、土器などに

混じって、青銅製の鏡が出土しました。鏡は「小型防
ぼう

製鏡
せいきょう

」と呼ばれるやや質の劣るものですが、住居跡か

ら出土した例はあまり多いとは言えません。この住居の

住人は、いったいどのような立場の人だったのでしょう

か？

第21回　弥生時代の大刀洗（3）

本郷野開遺跡の竪穴住居跡。この住居跡から鏡が出土しました。
（写真は柱穴を見つける前の状況です）

出土した鏡
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11月13日(火)に本郷保育所で、全園児130名、保護者102名の参加
のもとウォークラリーが開催されました。本郷校区内２通りのルート
に数カ所のチェックポイントを設けて、各ポイントでゲームなどをク
リアしたら、パズルのパーツをもらって手作りパズルを完成させてい
きました。チェックポイントとして、ふれあいセンターやカトリック
教会、平田畜産さんなどがありました。途中の店では100円券での買
い物の催し物が盛りだくさん。全長約2.5kmの道のりも楽しく過ごし
ました。

ウォークラリー

11月22日(木)に大堰保育所の年長さん13名が歩いて役場
を訪れました。園児たちは、町の仕事に感謝を込めて「いつ
もお仕事ご苦労様です。」と元気良くあいさつをしました。
そして、町長をはじめ職員に頑張って作った手作りの首飾
りをかけて、壁掛けのプレゼントを手渡ししました。町長
よりお礼の言葉と「みなさんも元気にがんばってください。」
と励ましの言葉を掛けてもらいました。

勤労感謝の日

火の元めがけて放水しましょう

ママの方が一所懸命?!

お仕事ご苦労様です

緑あふれる地域をつくりましょう

11月30日(金)大刀洗町ふれあいセンター実行委員会と本郷小学校６
年生が協力して、ふれあいセンターに花壇を作りました。これは、(財)
福岡県水源の森基金が行なっている「緑の募金事業」で取り組まれたも
のです。
６月頃から本郷小学校の６年生が計画し、グループごとに意見発表

等を行い、花壇の設計から植栽する品種まで自分たちで決め、取り組
みました。
花壇完成時には、「今後も、ふれあいセンターや地域の緑を守ってい

きたいです。」と力強く抱負を述べました。

ふれあいセンターに手作り花壇完成

11月14日(水)三井消防署指導のもと、庁舎職員による消防
訓練を行いました。災害時に先頭に立って住民への安全確保を
求められる職員は、連絡体制や安全確保、消火活動など実際に
体験を交えての訓練を受けました。皆さんも緊急時に落ち着い
て対処できるように日頃より心がけてください。寒くなったこ
とで、家庭で火を使う機会が増えてきます。まずは、火事が起
きないように気を付けていきましょう。

庁舎で消防訓練



17 H20.１ 広報たちあらい

大刀洗町にホタルが生息する地域があることはご存知ですか。三川
地区の佐田川下流の河川敷がその場所です。今年度「福岡県快適な環境
スポット30選」にも選ばれました。
12月２日（日）の早朝から「草刈班」と「カワニナ収集班」の２班に分

かれ、活動を実施しました。カワニナはホタルの幼虫の餌となります。ホ
タルは５月下旬から６月中旬にかけて見ることができます。今年も、たく
さんの蛍が美しく舞う姿を期待しています。ご賛同いただける方、ホタル
に興味のある方は「ホタル情報」などの連絡名簿も作成しています。

問合せ先 大刀洗町蛍環境保存会 事務局　1７７・２１８２

大刀洗町蛍（ホタル）環境保存会の活動

12月９日(日)午後２時よりドリームセンターにおいて、大刀洗町人
権講演会を開催しました。
イーデス・ハンソンさんを講師に迎え、「違いがあってこそ…」と題
して、ご自身の経験を例に挙げ、人と人とのかかわり合いの中で、日
頃の何気ない会話や仕草など相手の立場に立って考え、意識して素敵
な人間関係つくりをしましょうと親しみのある流暢な関西弁でわかり
やすく講話されました。
質問コーナーも設けられ、約400名を超える参加者は楽しい雰囲気

に包まれた講演会だったと好評でした。

大刀洗町人権講演会

ちょっとへっぴり腰かな

蛍が住める環境を守りましょう

質問を聴くイーデス・ハンソンさん

元気いっぱいにスタート

12月、町内小学校で持久走記録会が開催されました。19日(水)
大刀洗小学校では、西側農道をコースにして学年毎に行われました。
交差点にはＰＴＡ役員が立たれ、交通安全に配慮していただきまし
た。天候もまずまず、１年生は１㎞、６年生は２㎞と１学年毎に
200ｍ長く、児童は自己記録の更新を目指して、一所懸命走りまし
た。保護者もカメラ片手に、力走する児童に「ガンバレー」と拍手を
交えて応援してありました。自己ベストの記録は出ましたか。

持久走記録会

12月、町内４小学校で餅つきが行われました。８日(土) には大堰小
学校で、地域の方々の協力もあり、田植えから収穫まで自分達で作っ
たお米を使って餅つきをしました。おじいちゃん達に杵の持ち方を
習ってリズム良くつきました。おばあちゃん達は、つきあがった餅
をきれいにちぎって丸め、お母さん達にも上手なちぎり方を教えてあ
りました。お餅が例年になく沢山でき、誰もが満腹になるほど食べま
した。その後、田んぼを貸してくれた方、学校でお世話になった方、
一人暮らしのお年寄りの方にもお餅を袋に入れてリボンをつけてプレ
ゼントしました。

町内小学校で餅つき
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期
日

２
月
10
日(

日)

※
例
年
２
月
11
日
開
催
で
す
が
、

変
更
し
て
お
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

会
場

大
刀
洗
町
役
場
及
び
西
側

周
辺
道
路

種
目①

２
㎞
低
学
年
の
部(

小
学
３
〜

４
年
生
男
女)

②
２
㎞
男
性
の
部(

小
学
５
年
生

以
上
）

③
２
㎞
女
性
の
部(

小
学
５
年
生

以
上
）

④
健
康
マ
ラ
ソ
ン
1.5
㎞(

参
加
自

由)⑤
３
㎞(

中
学
生
以
上
の
男
女
）

⑥
５
㎞(

中
学
生
以
上
の
男
女
）

参
加
料

中
学
生
以
下
は
無
料
。

高
校
生
以
上
は
１
種
目
に
つ
き

１，

０
０
０
円

申
込
締
切

１
月
18
日(

金)

※
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
受
付

い
た
し
ま
せ
ん
。

※
原
則
と
し
て
１
人
１
種
目
の
み

出
場
で
き
ま
す
。
た
だ
し
健
康

マ
ラ
ソ
ン
の
み
複
数
出
場
可
。

申
込
・
問
合
せ
先

ひ
ば
り
ロ
ー

ド
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局(

大
刀
洗
町
教

育
委
員
会
内)

1
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０昨年２㎞低学年スタートの様子

受賞された中山さん(左)と安丸さん(右)

第
17
回
ひ
ば
り
ロ
ー
ド 

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

参
加
者
募
集 

第
49
回
三
井
小
郡 

少
年
剣
道
大
会 

女
性
体
育
指
導
員
2
名
が 

福
岡
県
感
謝
状
を
初
受
賞 

12
月
９
日(

日)

大
刀
洗
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
大
刀
洗
町
体
育
協

会
剣
道
部
主
催
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
刀
洗
町
、
小
郡
市
、

久
留
米
市(

旧
北
野
町)

か
ら
39
団

体
、
約
３
５
０
名
が
出
場
さ
れ
、

団
体
戦
・
個
人
戦
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
関
係
の

上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

小
学
生
女
子
団
体

準
優
勝
　
大
刀
洗
剣
心
会

12
月
９
日(

日)

第
43
回
福
岡
県
体

育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お
い
て
、

安
丸
し
づ
え
さ
ん(

山
隈)

と
中
山
淳

子
さ
ん(

西
本
郷)

が
、
福
岡
県
体
育

指
導
委
員
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

お
二
人
は
平
成
９
年
に
町
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
、
勤
続
11
年
目
。

住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
、
大
刀
洗
町
の

女
性
体
育
指
導
員
と
し
て
初
の
感

謝
状
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
な
る
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

中
学
生
男
子
団
体

第
３
位
　
大
刀
洗
中
学
校

中
学
生
女
子
団
体

準
優
勝
　
大
刀
洗
中
学
校

日
時

３
月
２
日(

日)

昼
の
部

午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演

夜
の
部

午
後
６
時
開
場

午
後
６
時
30
分
開
演

会
場

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

入
場
料

前
売
券
３，

０
０
０
円

当
日
券
３，

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

１
月
15
日(

火)午
前
９
時
〜
午
後
５
時

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

大
刀
洗
町
教
育
委
員
会
窓
口

Ｊ
Ａ
み
い
大
刀
洗
中
央
支
所

大
刀
洗
役
場
大
刀
洗
支
所

主
催

大
刀
洗
町
文
化
事
業
協
会

問
合
せ
先

大
刀
洗
町
教
育
委
員

会
　
生
涯
学
習
課

1
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

平成20年の成人の日は１月14日
(月)ですが、大刀洗町の成人式は
１月13日(日)に開催致します。
日時 平成20年１月13日(日)
受付 午前９時30分～　
開式 午前10時～
会場 大刀洗ドリームセンター
参加対象 昭和62年４月２日
～昭和63年４月１日生まれの方

問合せ先 生涯学習課
1７７・２６７０

昨
年
の
よ
う
す

祝二十歳

大刀洗町成人式
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戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
で
、

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ

り
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

消
滅
し
ま
す
。
請
求
忘
れ
の
な
い

よ
う
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
請
先

健
康
福
祉
課
　
健
康
推
進
係

1
７
７
・
２
２
６
６

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

日
時
　
１
月
21
日(

月)

〜
23
日(

水)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

１
月
23
日(

水)

の
み
午
後
８
時

ま
で

会
場

筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

内
容

職
場
の
い
じ
め
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の

相
談
と
解
決
に
向
け
た
助
言

対
象

勤
労
者
と
そ
の
家
族
な
ど

関
係
者
で
料
金
は
無
料
・
秘
密

厳
守
・
予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
筑
後
労
働
福

祉
事
務
所
　
情
報
相
談
課

1
３
０
・
１
０
３
４

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ
り

一
時
休
止
、
又
は
廃
止
さ
れ
る
際

は
、
下
水
道
施
設
の
使
用
休
止

届
・
廃
止
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
20
年
２

月
１
日
以
降
の
受
付
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
転
出
・
転
居
届
を
し
な

い
で
提
出
さ
れ
る
場
合
、
休
止
日

又
は
廃
止
日
は
受
付
日
以
降
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い(

下
水
道
使
用
料
に
係
る

世
帯
人
員
変
更
届
出
書
も
提
出
が

必
要
で
す)

。

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
水
道
課

(

内
線
１
０
９)

大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
の
登
録
受
付
を
行

い
ま
す
。

申
請
書
配
布

１
月
７
日(

月)

〜

受
付
期
間

１
月
15
日(

火)

〜

１
月
25
日(

金)

有
効
期
間

平
成
20
年
３
月
１
日

か
ら
５
年
間

登
録
資
格

日
本
下
水
道
協
会
福

岡
県
支
部
が
平
成
19
年
度
実
施

し
た
福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
の
合
格

者
、
及
び
更
新
者
等

登
録
手
数
料

１
件
に
つ
き
２
千

円
※
「
大
刀
洗
町
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」は
、
申
請
書
配
布
を
２
月

29
日(

金)

か
ら
行
い
ま
す
。
指
定

申
請
受
付
を
３
月
３
日(

月)

か
ら

３
月
14
日(

金)

に
行
い
ま
す
。
指

定
店
登
録
手
数
料
は
１
件
に
つ

き
５
千
円
で
す
。

問
合
せ
先

下
水
道
課

（
内
線
１
０
９
）

「
な
く
そ
う
！

職
場
の
い
じ
め
・

セ
ク
ハ
ラ
」
集
中
相
談

下
水
道
排
水
設
備

責
任
技
術
者
登
録

第
15
回
親
と
子
の
な
や
み

相
談
窓
口

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す

下
水
道
施
設
の

使
用
休
止
届
・
廃
止
届

日
時

１
月
18
日(

金)

〜
19
日(

土)

の
２
日
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

相
談
電
話
番
号

1
０
９
２
・
７
１
４
・
０
１
９
０

面
接
相
談
会
場

福
岡
市
立
婦
人

会
館「
あ
い
れ
ふ
」(

福
岡
市
中
央

区
舞
鶴
２
・
５
・
１)

相
談
料

無
料(

電
話
代
、
会
場
ま
で
の
交

要
介
護
認
定
者
の

所
得
税
・
住
民
税
上
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
老
年
者
で
身
体
障

害
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
、

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
と
同
様
と
認
め
ら
れ
た
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
は
、
所

得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告

の
際
に
は「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」が
必
要
で
す
。
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
で
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
福
祉
課
　
健
康
推

進
係
　(

内
線
６
１
２
・
６
１
３)

通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。）

相
談
内
容

・
子
育
て
か
ら
家
庭
教
育
、
い
じ

め
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
20
歳
未

満
の
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
面
接
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。(

面
接
の
事
前
予
約
可)

予
約
専
用
電
話

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８

問
合
せ
先

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
　
指
導
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８

FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
９

で
は
、
町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん(

児
童
扶
養
手
当
受
給
者)

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
て
就
労
を
支
援
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
面

談
は
対
象
の
方
が
居
住
さ
れ
て
い

る
、
町
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

連
絡
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
　
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

福
岡
県
立
久
留
米
聾
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
幼
稚
部
入
学
者
選
考

対
象

平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
（
平
成
14
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高
齢
者
や
子
育
て
の
世
帯
の
住

み
替
え
を
公
的
相
談
窓
口
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

内
容

持
ち
家
を
活
用
し
た
住
み

替
え
相
談
、
公
的
民
間
を
問
わ

ず
住
み
替
え
先
情
報
の
提
供
、

住
み
替
え
に
か
か
る
資
金
計
画

な
ど
、
住
み
替
え
に
関
す
る
総

合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時

平
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
ま
で
随
時

問
合
せ
先

福
岡
県
あ
ん
し
ん
住

替
え
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

1
０
９
２
・
７
２
５
・
０
８
９
６

障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
を
持
っ
た
方
が
就
職
を
目
指
す

た
め
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

訓
練
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
替
え
相
談
随
時
受
付

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
の
編
入
学
に
つ
い
て
は

別
途
考
慮
）

募
集
期
間

１
月
28
日(

月)

〜

２
月
８
日(

金)

検
査
日

３
月
５
日(

水
）

発
表

３
月
14
日(
金)

②
学
校
公
開
デ
ー

期
日

１
月
30
日
（
水
）

日
程・

９
時
〜
受
付

・
９
時
30
分
〜
45
分
　
学
校

長
挨
拶
、
概
要
及
び
日
程

説
明

・
10
時
〜
11
時
30
分
　
授
業

公
開

・
11
時
45
分
〜
12
時
30
分

中
学
部
生
徒
に
よ
る
弁
論

申
込

１
月
29
日(

火)

ま
で
に
電

話
等
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
岡
県
立
久
留
米

聾
学
校

1
４
４
・
２
３
０
４

FAX
４
５
・
０
１
３
９

こ
の
度
、
体
験
入
校
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時

１
月
27
日(

日)

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時(

内
容

は
午
前
、
午
後
と
も
同
じ
で
す)

※
受
付
は
30
分
前
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
可

内
容

全
体
の
概
要
説
明
後
に
、

興
味
を
持
っ
た
課
の
実
習
場
に

移
動
し
て
、
授
業
を
体
験
し
な

が
ら
詳
し
い
内
容
の
説
明
を
聞

い
て
い
た
だ
く
。

服
装

軽
装
で
構
い
ま
せ
ん
。

会
場
・
問
合
せ
先

福
岡
県
立
久

留
米
高
等
技
術
専
門
学
校

〒
８
３
９
・
０
８
６
１

久
留
米
市
合
川
町
前
田
１
７
８

６
・
２

1
３
２
・
８
７
９
５

FAX
３
２
・
８
７
９
３

日
時

２
月
１
日(

金)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

久
留
米
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
　
２
階
　
大
会
議
室

内
容

小
児
が
ん
の
子
ど
も
を
も

つ
親
同
士
の
情
報
交
換
と
交
流
。

助
言
者
と
し
て
九
州
が
ん
セ
ン

タ
ー
小
児
科
医
の
参
加
が
あ
り

ま
す
。
小
児
慢
性
特
定
疾
患
継

続
書
類
を
揃
え
て
持
参
す
れ
ば
、

手
続
き
も
同
時
に
で
き
ま
す
。

対
象
者

小
児
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
お
子
様
を
お
持
ち
の
保
護
者

(

当
日
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん)

申
込
方
法

電
話
か
F
A
X
に
て

１
月
24
日(

木)

ま
で
に

申
込
・
問
合
せ
先

久
留
米
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
　
健
康
増
進

係〒
８
３
９
・
０
８
６
１
　
久
留

米
市
合
川
町
１
６
４
２
・
１

1
３
０
・
１
０
４
９

FAX
３
８
・
０
６
８
０

高
３
〜
大
人
の
た
め
の

平
成
20
年
　
冬
期
海
外
派
遣

事
業
参
加
者
募
集

小
児
が
ん
の
子
ど
も
を

も
つ
家
族
の
集
い

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専

門
学
校
で
は
、
公
共
の
職
業
能
力

開
発
施
設
と
し
て
各
種
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
卒
以
上

30
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
自
動
車

整
備
課
と
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
課
を
、

中
卒
以
上
及
び
離
転
職
者
の
方
を

対
象
に
配
管
課
を
、
概
ね
30
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

課
の
４
課
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
職
場
合
同
面
談
会

〜
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
０
８
〜
の
開
催

体
験
入
校
会
の
開
催

日
時

２
月
１
日(

金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

受
付

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

参
加
対
象
者
等

(1)
求
人
事
業
所
　
社
会
福
祉
法

人
の
施
設
・
団
体
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
指
定
事
業
所
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
共
同
作
業

所
等

(2)
求
職
者
　
社
会
福
祉
施
設
等
へ

の
就
職
希
望
者
及
び
３
月
末
卒

業
予
定
の
学
生

面
談
会
概
要

福
祉
施
設
等
と
求

職
者
と
の
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー
、

福
祉
関
係
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
母
子
家

庭
等
求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
授

産
施
設
商
品
の
展
示
・
販
売
コ
ー

ナ
ー

参
加
費

無
料

求
職
者
参
加
方
法

事
前
申
込
不

要
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

託
児

生
後
５
ヵ
月
〜
就
学
前
ま

で
の
託
児
を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
１
月
18
日(

金)

ま
で
に
予
約

が
必
要
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
福
岡

県
社
会
福
祉
協
議
会

〒
８
１
６
・
０
８
０
４

春
日
市
原
町
３
・
１
・
７

1
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０

FAX
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
９

平
成
20
年
度
訓
練
生
募
集

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

保
持
者
、
ま
た
は
申
請
中
で
、

就
職
を
希
望
す
る
方

・
精
神
科
を
受
診
し
て
い
る(

受
診

し
た
こ
と
が
あ
る)

方
は
、
主
治

医
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
応
募
を
さ
れ
る
前
に
必
ず
ご
本

人
が
見
学
を
済
ま
せ
、
ま
た
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

求
職
相
談
・
求
職
登
録
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

２
月
８
日(

金)

ま
で

定
員

20
名

訓
練
期
間

原
則
と
し
て
１
年

費
用

無
料(

た
だ
し
、
訓
練
期
間

中
の
交
通
費
・
昼
食
代
等
実
費

は
自
己
負
担)

問
合
せ
・
見
学
申
込
先

障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー(

久
留
米
市

百
年
公
園
１
・
１
久
留
米
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
Ｆ)

1
３
４
・
４
４
０
０

FAX
３
４
・
４
４
４
０

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
青

年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
語

学
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
異
世

代
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
見
聞
を

深
め
る
と
共
に
、
国
際
的
視
野
に

立
っ
て
物
事
を
考
え
判
断
し
、
積
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第
30
回
記
念
小
郡
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
参
加
者
募
集

火
渡
り

第
26
回
古
賀
政
男
記
念

「
大
川
音
楽
祭
」
出
場
者
募
集

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送(

Ｃ
Ｓ)

で
授
業
を
行
う
国
が
つ
く
っ
た
大

学
で
す
。

教
養
学
部

・
学
士(

教
養)

の
学
位
が
取
得
で
き

ま
す(

全
科
履
修
生)

。

・
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
無

試
験
で
入
学
で
き
、
人
文
・
社

会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広
い

分
野
の
科
目(

３
０
０
科
目)

か
ら

学
べ
ま
す
。

会
場

英
彦
山
青
年
の
家

及
び
そ
の
周
辺

期
日

２
月
９
日(

土)

〜
10
日(
日)

参
加
対
象

小
・
中
学
生
を
含
む

家
族

募
集
定
員

20
家
族

参
加
費

１
人
２，

５
０
０
円(

食

事
代
・
シ
ー
ツ
代
・
保
険
代
等)

幼
児
１，

５
０
０
円

３
歳
以
下
４
０
０
円

申
込
方
法

直
接
、
英
彦
山
青
年

の
家
に
電
話
で

1
０
９
４
７
・
８
５
・
０
１
０
１

受
付
開
始

１
月
９
日(

水)

午
前
９
時
〜

期
日

１
月
17
日(

木)

会
場

如
意
輪
寺(

小
郡
市
横
隈)

新
年
の
息
災
を
願
う「
柴
灯
護

摩
・
火
渡
り
の
行
」が
行
わ
れ
ま
す
。

直
径
２
ｍ
、
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
に
積

み
上
げ
ら
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
枝
葉
を

燃
や
し
、
そ
の
炎
の
中
に
僧
た
ち

が
護
摩
木
を
投
じ
、
ホ
ラ
貝
や
太

鼓
、
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
読

経
を
続
け
、
無
病
息
災
、
家
内
安

全
な
ど
を
祈
り
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
の

枝
が
燃
え
落
ち
た
後
の
灰
の
上
を
、

僧
に
続
き
裸
足
で
歩
き
、
1
年
の

息
災
と
幸
福
を
祈
り
ま
す
。「
火
渡

り
」の
行
は
、
人
々
の
心
を
洗
い
、

1
年
を
幸
せ
に
過
ご
す
た
め
の
新

春
行
事
で
す
。

問
合
せ
先

如
意
輪
寺

1
７
５
・
５
２
９
４

城
島
酒
蔵
び
ら
き

日
時

２
月
11
日(

祝)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

城
島
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

８
つ
の
酒
蔵
が
自
慢
の
酒
を
出

品
、
有
料
の
飲
み
比
べ
が
で
き
ま

す
。
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
三
潴
駅

と
同
セ
ン
タ
ー
間
、
同
セ
ン
タ
ー

と
各
酒
蔵
間
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

結
び
ま
す
。

問
合
せ
先

城
島
酒
蔵
び
ら
き
実

行
委
員
会
事
務
局

期
日

３
月
２
日(

日)

会
場

大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間

１
月
４
日(

金)

〜

31
日(

木)

必
着

募
集
部
門

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
部

門
、
一
般
歌
謡
部
門
、
民
謡
部

門(

各
部
門
10
人)

申
込
金

１，

０
０
０
円(

１
曲
に

つ
き)

申
込
方
法

◯
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
部
門
、
一
般

歌
謡
部
門

一
次
予
選
は
テ
ー
プ
審
査
で
、

出
場
申
込
書
と
自
分
の
歌
を
吹
き

込
ん
だ
録
音
テ
ー
プ(

Ｃ
Ｄ
・
Ｍ
Ｄ

可)

を
送
付
。
録
音
テ
ー
プ(

Ｃ
Ｄ
・

Ｍ
Ｄ)

は
１
曲
に
つ
き
１
本
と
し
、

両
部
門
、
複
数
応
募
可
。
テ
ー
プ

は
原
則
と
し
て
10
分
テ
ー
プ
を
使

用
し
、
必
ず
頭
出
し
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
吹
き
込
ん
だ
面
に

曲
名
、
氏
名
、
部
門
名
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で

も
申
し
込
み
可
。

◯
民
謡
部
門

出
場
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

申
込
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み

古
賀
政
男
記
念
館
内

「
大
川
音
楽
祭
」
係

〒
８
３
１
・
０
０
２
６

大
川
市
大
字
三
丸
８
４
４

※
不
合
格
者
に
は
不
合
格
通
知
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

古
賀
政
男
記
念
館

1
・
FAX

０
９
４
４
・
８
６
・

４
１
３
３

ち

く

ご

路

か

わ

ら

版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞h

ttp
://w

w
w
.k
ttn
e
t.c
o
.jp
/k
u
ru
m
e
-k
o
ik
i/

期
日

３
月
23
日(

日)

会
場

小
郡
市
陸
上
競
技
場

(

小
郡
市
大
保
４
４
４)

小
郡
市
陸
上
競
技
場
を
発
着
と

す
る
、
１．

５
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞

お
よ
び
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本

陸
連
公
認
の
コ
ー
ス
で
す
。
平
坦

な
コ
ー
ス
な
の
で
、
好
記
録
が
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
谷
川
真
理
選
手
が

走
り
ま
す
。
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん

か
。

申
込
期
日

２
月
25
日(

月)

受
付
印

有
効

申
込
料
　(

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含

む)

一
般
男
女
３，

０
０
０
円
、

中
高
校
生
１，

５
０
０
円
、
小

学
生
５
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

(

一
人
に
つ
き)

５
０
０
円

参
加
賞
等

参
加
者
に
は
記
念
品

を
贈
呈(

小
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
除
く)

表
彰

陸
連
登
録
者
お
よ
び
一
般

参
加
者
と
も
各
種
目
３
位
ま
で

表
彰

問
合
せ
先

小
郡
市
陸
上
競
技
協

会
事
務
局

1
・
FAX

７
２
・
２
１
０
９

極
的
に
行
動
で
き
る
青
年
の
育
成

を
目
指
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

期
間

２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬

(

10
〜
15
日
間)

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
語
学
研

修
・
異
世
代
交
流
・
教
育
現
場

見
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・

文
化
交
流
等

派
遣
先

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

対
象

高
３
〜
大
人
の
方

参
加
費

29
万
円
〜
36
万
８
千
円

(

共
通
経
費
２
万
円
は
別
途)

締
切

１
月
17
日(

木)

申
込
先
着
順

問
合
せ
・
資
料
請
求

(

財)

国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
６
０
・
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
・
11
大

村
ビ
ル
３
階

1
０
３
・
３
３
５
９
・
８
４
２
１

FAX
０
３
・
３
３
５
４
・
２
２
０
７

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

20
年
度第
１
学
期
学
生
募
集

英
彦
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

大
学
院

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
入
学
で
き
ま
す(

修
士
科

目
生
・
修
士
選
科
生)

。

出
願
受
付
締
切

２
月
29
日(

金)

体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
合
せ
先

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
１
２
・
０
０
１
６

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
１
・

14
・
12

1
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５

7
０
１
２
０
・
８
６
４
・
６
０
０

http//:w
w
w
.u-air.ac.jp

1
６
２
・
３
１
４
１

FAX
６
２
・
６
９
５
６
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１毎月 第３日曜日 

●家族みんなが顔をそろえよう 

●子どもの意見や考えを聞く 

　ようにしよう 

●家族みんなでスポーツやレク 

　レーションをしよう 

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう 

●子どものしつけや方法について考えよう 

家庭の日 家庭の日 家庭の日 

納税納付には便利な口座振替を 
ご利用ください。 
今月の口座振替は、 
　　　　　  １月28日（月）です。 

１月の税(料)

保育料 １月分 

町県民税 ４期 

国民健康保険税 ８期 

町営住宅使用料 １月分 

大刀洗町役場　　　税　務　課 
健康福祉課 
建　設　課 

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

實
藤
　
眞
人
（
鳥
飼
）

亡
母
　
實
藤
　
ミ
ツ
ヱ

入
江
　
須
摩
子
（
東
本
郷
）

亡
夫
　
入
江
　
章
浩

長
野
　
正
明
（
鳥
飼
）

亡
父
　
長
野
　
勝

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

大
刀
洗
町
商
工
会
女
性
部

男
性
の
料
理
教
室

わ
か
ば
大
学

大
刀
洗
町
連
合
婦
人
会

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
様
に
と
っ
て
ど
ん

な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
編
集
後
記
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
95
年
か
ら
12
月
12
日
は「
い
い

字
一
字
」の
語
呂
合
わ
せ
の「
漢
字
の
日
」で
、
京
都
・
清
水
寺
で
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
07
年
は「
偽
」で
し
た
。
一
昨
年
末
の
耐
震
偽
装
問
題
か
ら
始

ま
り
、「
不
○
屋
」や「
○
い
恋
人
」「
○
福
餅
」「
○
兆
」、
テ
レ
ビ
番
組
で
の

「
納
豆
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
」な
ど
の
食
品
偽
装
。
年
金
記
録
問
題
や
防
衛
省

の
汚
職
…
。

歴
代
の
一
字
は
震
、
食
、
倒
、
毒
、
末
、
金
、
戦
、
帰
、
虎
、
災
、
愛
、

命
で
し
た
。
半
数
以
上
は
暗
い
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
誰
も
が
思
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
、
事
件
事
故
の
な
い
明
る
く
楽
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
北
京
五
輪
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
回
は
代
打
で
広
報
を
作
成
、
久
し
ぶ
り
で
苦
労
し
ま
し
た
。

平

★好きな人　りくくん（兄）
★特技　歌を歌うこと

中村
なかむら

莉音
り ん

ちゃん（甲条）

平成17年１月12日生（Ａ型）
★好きな食べ物　みかん
★好きな人　アンパンマン、

スティッチ

楠
くす

陽奈乃
ひ な の

ちゃん（北鵜木）

平成18年１月16日生（Ｂ型）

★好きな食べ物　イクラ
★好きな人　キュアルージュ

平
ひら

田
た

陽愛
ひ な

ちゃん（東本郷）

平成17年１月４日生（Ｂ型）
★好きな食べ物　みかん
★特技　絵を描くこと

平
ひら

田
た

遥
はる

華
か

ちゃん（西本郷）

平成18年１月31日生

★好きな人　パパ
★チャームポイント　笑顔

田
た

中
なか

琉勾
る く

ちゃん（上高橋）

平成19年１月11日生（Ｏ型）
★好きな人　みくねえちゃん

あみねえちゃん
★将来の夢　ソフトバンクの選手

中原
なかはら

啓
けい

太
た

くん（中川）

平成18年１月６日生（Ｂ型）
★好きな食べ物　ハンバーグ
★将来の夢　消防士さん

土山
つちやま

大
だい

輝
き

くん（北鵜木）

平成17年１月30日生（Ａ型）

●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
締
切
は
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
総
務
課

★好きな食べ物　魚
★好きなもの　ショベルカー

平
ひら

田
た

盛二
じょうじ

くん（西本郷）

平成18年１月29日生（Ｂ型）
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